
CiRAギャラリーの展示が変わりました！

  　CiRA本館１階のギャラリー
に、新しい展示物が加わりま

した。６月に開催されたイ
ベント「嵐のワクワク学校

2016」で披露された「iPS細
胞の通る道。」ゲームと、約

10

年前に山中伸弥研究室によっ
て初めて作られたマウスiPS

細

胞を培養した恒温器を展示し
ています。

　祝日を除く月曜日から土曜
日まで（午前９時から午後５

時）一般公開していますので
、ぜひご訪問ください。
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アクセスしやすい
幹細胞治療の落とし穴

平成 26 年 11月、再生医療等安
全性確保法が施行された。病院や
クリニックが細胞を用いた治療を提
供する場合、その治療計画を国に
届出ることが義務化された。その背
景には、国内で科学的根拠の乏し
い細胞治療が自由診療１）として提
供され、死亡例が報告されたこと、
そのような治療の実態を掌握するシ
ステムが不在であったこと、などが
挙げられる。幹細胞治療について
は研究段階のものが多いにもかか
わらず、患者さんの期待は大きい。
それを逆手に取り科学性を装ったク
リニックのウェブサイトの存在は海
外でも問題となっているが、国内の
状況は明らかにされてこなかった。
このような幹細胞治療をめぐる法
規制やウェブサイトの問題を背景
に、我々は、再生医療法施行前の
時点で、自由診療で細胞治療を提
供していた一部のクリニックのウェ
ブサイトを分析した。分析対象と
なった日本のクリニックのウェブサイ
ト13 件と海外で行われた類似の研
究結果との比較から、国内の自由
診療クリニックでは「必ずしも重篤

でない疾患」に「体に負担の少な
い方法」で「入手しやすい幹細胞」
を用いて治療を行っている傾向が浮
かび上がってきた。また、これらの
ウェブサイトでは「通院で治療でき
ます」、「副作用の心配はありません」、
「モニター価格○○％ OFF」など、
患者さんを誘引するような情報が目
立った。ここで注意すべきは、これ
らのこのようにして提供される治療
の中には科学的に未確立な治療が
数多く含まれていることと、健康被
害に対する救済が期待できない場
合があることである。
このようなウェブサイトの情報を
取捨選択することは容易ではない。
国際幹細胞学会（ISSCR）が発行す
る『幹細胞治療について患者ハンド
ブック』２）には、ウェブサイトから
情報を読み取る際に留意すべき点
が簡潔に書かれている。また、さま
ざまな疾患を対象に幹細胞を用い
た臨床研究が科学的に厳密な手順
に則り全国で行なわれているが、同
じような治療が自由診療として提供
されていることもある。それを見分
けるには、厚生労働省事業のSKIP３）

が提供するウェブサイトが有用であ
る。現在進行中の臨床研究や実施
施設などが紹介されている。
今後も再生医療をめぐる状況の
変化を捉えながら、我々の研究を
社会に還元していきたい。

１）�国民皆保険が適応されない全額患者の
自己負担で行われる治療。医師の裁量
権と患者の同意によって認められてい
る。

２）�https://www.cira.kyoto-u.ac.jp/j/faq/
img/faq/isscr_patientprimerhndbk_
japanese_fnl.pdf

３）�http ://www.sk ip .med.keio .ac . jp/
frontline/hub/

（文・上廣倫理研究部門　八田太一）

C o l u m n 倫理の窓から見た iPS 細胞

八田太一研究員
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